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　（1）「走る」「歩く」の事象投射構造（岩本 2008: 131）
1d, ＋方向 1d, ＋方向





1d, ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
＋連続, －境界 ＋連続, －境界
Sit BE ([Thing X],  [Space 0d]);    [Time 0d]
　最下行 [BE ([Thing X], [Space 0d]); [Time 0d]] は「特定の時点において，物体 X が特定の場所に存在する」
ことを表し，その〈断面〉を 1 次元的に PR 関数にて投射したものが移動事象の事象投射構造である．
また経路軸と時間軸の相同的対応性を〈構造保持束縛〉として表示したのが両 PR 関数の右上に付さ
れている「α」である．「走る」「歩く」などの場合は連続した時間幅をもつ事象であるため [ ＋連続 ] 
素性をもつものとして投射される．それに対し到達事象のような「（開始と）終了」時点の状態しか
もたない非稠密的変化は [ −連続 ] 素性をもつ事象として以下のように PR 投射される．
　（2）非稠密的変化「死ぬ」の概念構造（岩本 2008: 133, 143）
[β ]        [0d, tj]
PR       
α
PR   
α
1d, ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
－連続, ＋境界 －連続, ＋境界
終端 ([DEAD]β)      終端 ([tj])
Sit BE ([Thing X],  [Property 0d]);   [Time 0d]
　「死ぬ」のような非稠密的状態変化事象は，「￢ DEAD」から「DEAD」への二値的状態変化であ
るため [ −連続，＋境界 ] 素性および終端状態 [DEAD] 値をもつ投射事象として境界点のみを出力と
する事象投射構造となる．
2.2 Jackendoff （1996） における複数性表示








　（3） [PLUR]α [PLUR]α [PLUR]α
Sit EAT    (BILL, [APPLE]);  [Time 0d]
− 3 −
　そしてこの [PLUR] 軸について Jackendoff（1996）は通常事象の [1d] 軸と対立するものとして扱い 2），
Three boys lifted a box という文における配分読みのそれぞれの構造を示している．
　しかしこの Jackendoff（1996）の [PLUR] 軸については，未詳の部分が多いように思われる．[1d] 
軸と対立的であるとされているが，〈軸〉であるということは次元的には 1 次元であると考えられ，
そうであるなら [1d] との共通性と相違を示す必要がある．また Jackendoff（1991）で提示された複
数化（PL）関数との関係も不明である．またこの軸で「りんごをひとつずつ順番に食べる」という
順序性を表すことができるのか（たとえば Jackendoff 1996: 344-345 で挙げられている Three boys 
lifted four boxes という文に対する表示では，特に順序性については述べられていない）という問題
もある．




まで 3 回走った」という文について，「「4 人の少年」の〈集合読み〉である 3 事象解釈と，「4 人の
少年がそれぞれ 3 回走った」という「4 人の少年」の〈配分読み〉である 12 事象解釈がある」（岩本 
2008: 168）と述べ，それぞれの意味の違いを事象投射構造で示している．ここでは前者の 3 事象解
釈を例に複数性の表示を確認する 3）．





RUN ([BOY 4PL],  ＋連続，＋境界，－内部 ); ＋連続，＋境界，－内部
Sit Space 終端（[駅]） Time 終端（[ti]）
　ここでは最下部で「4 人の少年が駅まで走る」という単一事象を表し，その左上にこの事象の素性
を [1d, ＋境界 , −内部 ] と示している 5）．この単一事象を入力とし，PL 関数で複数化したのちに限




















[β ] [0d, tj]
PR
α
PR           
α
1d, ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
－連続, ＋境界 －連続, ＋境界
終端（[dexp]β） 終端（[tj]）




動変化は「初期位置 di から最終位置 dexp への二値的・非稠密的変化」となるため，PR 投射は〈−連
続，＋境界，終端（[dexp]）〉となる．そして非稠密的変化事象であるため，Space の出力は（5）のよ
うに定義上 [dexp] となり，Time の出力は [0d，tj] となる．
　本稿では煩雑さを避けるため他の解釈（注 9 参照）についてはふれないが，基本的にはどの解釈で



















投射構造は，「もちあげる」の対象項である A 部分にこの「3 個のりんご」の投射構造を単一化する
ことにより得られる 10）（以下「3 個のりんご」を表す投射構造は [APPLE 3PL] と略記する）．
　（7）「（同時に）3 個のりんごをもちあげる
[β ] [0d，tj]
PR        α PR      α
1d, ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
－連続, ＋境界 －連続, ＋境界
終端（[dexp] β） 終端（[tj]）





彙的な意味を持っている．この場合，光の発生源にある「電球」[Space L] が相同的に複数化され [ −
境界，＋内部 ] となっている」（岩本 2008: 237-238）として投射構造を挙げているが，ここではもう
少し簡単な「次々に家が建つ」の事象投射構造のうち，本稿の議論に関連する部分をみる．
　（8）「次々に家が建つ」（岩本 2008: 246 改）
[－境界，＋内部 ] [－境界，＋内部 ] [－境界，＋内部 ]
〈PL〉α↑ 〈PL〉α↑ 〈PL〉α↑
[1d，＋境界，－内部 ] 1d，＋境界，－内部
Sit INCH [BE  ([ Thing HOUSE], [Prop IN EXISTENCE]) ]; [Time 0d, tj]
　最下段は「家が建つ」という単一事象（家が [IN EXISTENCE] という状態，すなわち「家ができ




























　はじめに「3 個のりんごを 1 個ずつ次々にもちあげる」という順次解釈のうち，対象である「3 個
のりんご」を既定量としてもつ場合の事象投射構造について考察する．
　まず「次々に」が事象の複数化と関連することから「（もちあげるのは）3 個のりんごのうちのひとつ」
と解釈して  [ ＋境界，−内部 ] 解釈を得，PL 関数の入力とする方法がある．それが本小節でとりあ
げる「既定量解釈」である．対象については，事象全体で「3 個のりんご」となるのに対し，〈断面〉
では「3 個のりんごのうちの 1 個」をもちあげるという事態を表すことになる．またその「3 個のりんご」
のもちあげ方は順次的であるため，ここでは特定の経路を進む移動事象の事象投射構造「東海道を歩








PR             
α
PR           
α
1d, ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑














海道」が項束縛によって Space の出力を（一部）指定するのと同様，Thing の出力およびそれに伴う
事象の出力を項束縛により指定する．ここで「3 個のりんご」経路の形成のために，内部をもつもの
（内部構造あるいは填充性をもつもの）についてその内部を 1 次元上に順序づける（出力として [1d] 
をもつ）関数 LN（LiNear）を適用する 13）．
　「3 個のりんごをもちあげる」が「東海道を歩く」と異なるのは，後者が移動事象とは別に存在す





＋境界,  ＋内部, 3 [γ, ＋方向] ＋境界，＋内部, 3
PR12）
ε




1d，＋方向 ↑ 1d，＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
次々に










ちあげたりんごの総数が 3 個（達成量＝ 3 個）となる」というものである．前小節の既定経路解釈
と異なるところは，事前に「3 個のりんご」という既定量があるのではなく，「1 個のりんごをもち
あげる」という事象を 3 回くり返した結果，もちあげたりんごの総数が最終的に 3 個になる，とい
うところである．この解釈の場合も，前小節の既定量解釈と同じく，PL 関数の入力となる対象は単






















[dexp] [0d,  tj]
〈PR〉α↑ 〈PR〉α↑
Sit BE ( [Thing APPLE], [Space [0d] OF [上-scale]]); [Time 0d]









同時解釈の事象投射構造（7）は「次々に」の入力となる [ ＋内部 ] を事象の最終出力素性としても
たないため，PL 関数を適用して事象の [ −内部 ] 素性を [ ＋内部 ] に変換して事象を複数化したのち
に PR 投射を行うという構造となる．また「次々に」は他の一つの項を構造保持束縛するという特徴
をもつため，対象である「3 つのりんご（[APPLE 3PL ｜＋境界，＋内部，3]）」がその候補となるが，
そのままでは「次々に」の適用に先立って適用される PL 関数の入力となることができない（PL 関









PR         
δ
PR        
δ





[dexp] [0d,  tj]
[－内部] 〈PR〉α↑ 〈PR〉α↑












PR        
δ
PR         
δ
PR   
δ










　岩本（2008）ではテイル形の本質を「状態化」であるとし，「0 次元状態の 1 次元投射」関数であ




と「時間だけを止める」状態化の 2 種類があることを示し（岩本 2008: 187），テイルの概念構造は












相変換関数並行適用⇒〈CRS〉β↑ テイル 〈CRS〉β ↑
1d, ＋方向 1d, ＋方向
＋連続,－境界,－内部 ＋連続,－境界,－内部 




1d, ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
＋連続,－境界,－内部 ＋連続,－境界,－内部 












PR      
α
PR   
α
1d, ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
－連続,＋境界 －連続，＋境界 
終端 ([DEAD]β)      終端([tj])
Sit BE ([X], [Prop 0d]); [Time 0d]
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　すなわち，時間軸において [1d，＋方向 ] を出力としてもつ場合はそれを 0 次元化＝状態化するこ
とが可能である（そして稠密的変化事象の場合は Space 軸においても構造保持束縛により CRS が適
用されるため［動作継続］の意味が生じる）のに対し，非稠密的変化事象の場合は CRS が適用され





動作継続 結果継続／維持 動作パ フーェクト
a 同時解釈（3.2.1） ＋ （−） △ ○ ○
b 既定量解釈（3.2.2.1） ＋ （＋） △ × ○
c 達成量解釈（3.2.2.2） ＋ （＋） × × ○
d 反復事象解釈（3.2.2.3） − ＋ ○ × ○
e 特定対象解釈（3.2.3） − ＋ ○ × ○
　まず非限界事象（dおよびe）の場合，定義上 [−境界] 素性をもっていれば [＋連続] 素性をもつため，
（16）の稠密的変化「流れる」のテイル形「流れている」と同様，テイル形は［動作継続］の意味を
もつ．また [ ＋境界 ] 素性をもつ同時解釈（a）の場合，PR 投射により変化後の状態が出力されるの
で，（17）の非稠密的変化同様［結果状態／維持］の意味をもつ 16）．同じく限界事象である b と c に






























±連続，± b：±境界，bdby −：始端，bdby ＋：終端，± i：±内部．また± i については，本来




 2） たとえば The soldiers passed my house in/for two hours という文が表す事象に対し，“a case 
where the theme is a plural rather than a continuous object. Its axis is therefore [PLUR] rather 
than [1d]”（Jackendoff 1996: 343）と述べている．
 3） 岩本（2008）では詳細な事象投射構造が提示されているが，ここでは複数性の議論に関係す
る箇所を中心に示す．具体的には「駅まで走る」という移動事象部分を省略表記とした．
 4） PL 関数というのは「単数のものを複数化する関数．[ ＋境界，−内部 ] → [ −境界，＋内部 ]










 5） 「単一事象の事象投射構造において，[ ＋境界 ] 投射，あるいは COMP 関数によって限界性 [ ＋
境界 ] が導入されたとき，事象に [1d，＋境界，−内部 ] を与える」（岩本 2008: 166）とある．
COMP 関数については次注 6 参照．
 6） COMP というのは composed of の省略形で「非限界的なものから，その一部を取り出して限
界化する関数．[ −境界 ] → [ ＋境界 ] とする」（岩本 2008: viii）関数である．
 7） 「食べる」や「たたく」ではなく「もちあげる」という動詞を用いた理由は，以下のとおりである．
　　・ 「食べる」のような消費動詞の場合，i）対象の内部／部分に関連する増分事象解釈が優勢となり，







 8） dexp とは〈段階的到達点〉となる程度が語用論的に期待される程度＝ expected degreed である
ことを示す（岩本 2008: viii 参照）．
 9） 「もちあげる」の事象投射構造（変化事象部分）の一般精密表記は以下のとおりとなる（小西 
2015a, b 参照）．
  　　
[ B ] [ C ]




1d,  ＋方向 ↑ 1d, ＋方向 ↑
u 連続, u 境界 u 連続, u 境界
上-scale
BE ([Thing X]A ,        [0d] OF    dimension: 上下（方向） );    [Time 0d]
1d,  ＋方向










その結果，Space 出力部分 [B] は [1d，＋方向，＋連続，−境界 ] となり，構造保持束縛が行わ
れる Time 出力部分 [C] も同様の出力となる．
　　　2. 少しでももちあげるとよい場合：Kennedy and Levin（2008）が atelic とよんだ事象で，最
終位置 dj が初期位置 di より少しでも上にあれば「もちあげた」ということができる．この場合は，
岩本（2008: 132）の〈始端〉のみをもつ変化の事象投射構造をあて，PR 投射は〈−連続，＋境
界，始端（[di]）〉となる．また非稠密的変化事象であるため Space 出力部分 [B] は [ ￢ di]，また
Time 出力部分 [C] は [0d，ti] となる．
 10） 「3 個のりんごを 1 人の男がもちあげる」における配分解釈（「特定の 3 個のりんごについて，
それぞれ 1 人の男がもちあげる」については，BE 事象部分だけではなく AFF 事象部分の投射
も示す必要があるため，本稿では扱わない．





すなわち [1d，＋方向 ] 素性を与えるために適用されるもので，〈断面〉状態の 1 次元方向への投
射という PR 関数のはたらきに準じて適用できるとここでは考える．





 14） 本稿ではこれを GP（GrouP）関数として表示を行った．この関数は [ ＋内部 ] 素性をもつも
のをグループ読みとして [ −内部 ] に変換するもので，たとえば [ ＋境界，＋内部 ] 素性をもつ
family, herd などの集合名詞が「ひとまとまりのグループ」として解釈される場合に用いられる
関数である．ただし Jackendoff（1991）では a committee [ ＋境界，＋内部 ] に直接 PL 関数をか
けて committees [ −境界，＋内部 ] を派生している．
 15） Jackendoff（1991）では PL 関数の逆関数として ELT 関数（element of）が提案されているが，
これは a grain of rice や a drop of water のように [ −境界 ] 素性をもつものから単一の要素を取
り出す関数であり，ここでこの関数を用いて [ −内部 ] を得ると「3 個のりんご」のうちの「3 個」
が空虚化されてしまうため，ここでは用いることができない．
 16） また a では対象「3 個のりんご」が常に事象にかかわっており，また経路である [ 上 - スケール ] 
の連続性から [ ＋連続 ] 解釈が可能となることから，テイル形が［動作継続］意味をもつことが
できるため，表には△を記した．岩本（2008: 249-251）では「ゆっくり倒れる」という句について，
非稠密的変化を表す「倒れる」に [ ＋連続 ] 素性をもつ「ゆっくり」が単一化することにより全
体として [ ＋連続 ] 素性となることが示されている．
 17） 「限界的なものの境界を取り去り，非限界化する関数．[ ＋境界，−内部 ] → [ −境界，−内部 ] 
とする」（岩本 2008: ix）
 18） 「「100m」は，終端から始端までの距離を測ったものであるので COMP によって定義される
が，COMP によって限界付けられた項に CRS を適用するためには，いったん解釈規則によって
GR を導入して [ ＋境界，＋連続 ] を [ −境界 , ＋連続 ] に変換しなければならない．しかし，こ
のようにすると，「100m」の概念的意味が計算上事象投射構造の中から失われてしまい，「100m」
の構造が空虚なものとなってしまう．COMP によって限界付けられたものに CRS を適用するこ
とはできないのである．このように COMP を含む「100m 走っている」は，［動作継続］の意味
を持ち得ず ･･･ 動作パーフェクト解釈だけが可能となるのである」（岩本 2008: 219）
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An Analysis of Plurality in Event Projection Theory
KONISHI Masato
Abstract: The aim of this paper is to present new (or revised) representations for the orderings of plural 
events/objects in event projection theory, which is not explicitly represented in Iwamoto (2008), by adopting 
the analysis of “paths” in Konishi (2015a, b). In this paper, I show several representations for the Japanese 
phrase 3-ko no ringo o motiageru “to lift 3 apples” depending on each interpretation. After presenting the 
event projection structure of motiageru “to lift,” I propose the representations of this phrase for simultaneous 
interpretation (3.2.1), serial interpretation (3.2.2), and specified object interpretation (3.2.3), which are 
constructed generatively from their constituents and related construal rules with coercion. And for serial 
interpretation, I give each representation for predetermined amount interpretation (3.2.2.1), achieved amount 
interpretation (3.2.2.2), and repetitive event interpretation (3.2.2.3). In 3.3, I verify these representations through 
the continuative -te i- form and its interpretations to show their validity.
Keywords: event projection structure, plurality, change-of-state event
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